
※¹ t=1.2mm(14.1kg/ ㎡ )→1.0mm(11.8kg/ ㎡ )
※² (14.1-11.8)kg/ ㎡×1.75kg-CO2/kg( 粗鋼 )
　  「地球温暖化対策への取組状況について 2023 年 2月 16 日」（日本鉄鋼連盟）より

平成 12 年 5月 25 日建設省告示第 1365 号　対応
第 1　建築基準法施行令第 136 条の 2の 2各号に掲げる技術的基準に適合する屋根の構造方法は、次に定めるものとする。（中省略）
三 .  屋根を耐火構造（屋外に面する部分を準不燃材料で造ったもので、かつ、その勾配が水平面から 30 度以内のものに限る。）の屋外面に断熱材（ポリエチレ
ンフォーム、ポリスチレンフォーム、硬質ポリウレタンフォームその他これらに類する材料を用いたもので、その厚さの合計が 50mm以下のものに限る。）
及び防水材（アスファルト防水工法、改質アスファルトシート防水工法、塩化ビニル樹脂系シート防水工法、ゴム系シート防水工法又は塗膜防水工法を用いた
ものに限る。）を張ったものとすること。
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任意位置に設置可能
デッキ山谷によらず


